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記憶の贈与と共視の関係

一一コミュニテイアーカイブと町家シネマの活動の事例から一一

士ぺ
恨ム 浦 さと子

A Relationship between由eLegacy of Memories and Collective Viewing : 
A Case Study of an Activity Involving 
a Community's Archives and Machiya Cinema 

ABSTRACT 

Home Movie Day (HMD)， an event that involves the screening of old home movie~ of the residents in a 

local community， is held worldwide. This event allows the residents to share their memories with various 

generations and hand down the locallegacy to younger generations. 

This event is helcl all over Japan and enables the resiclents to look back over the Showa Era ancl c1evelo]J 

communication channels in the community. 

This study examines the Fukakusa Community Archives and Machiya Cinema projects compilecl by the 

students of the Faculty of Policy Science at Ryukokll University. 

We collectecl ancl played 8 mm films with the cooperation of the residents ancl witnessecl the joy of 

communication among different generations watching old movies on the local cultllre together. Based on 

this experience， we found that communication among different generations is necessary in a local society. 

Keyword 

Home movie day (HMD)， community archive， variolls generations、communitycommunication， 

co-watching， co-time talk 

はじめに

映像を記録し観賞することは、デジタル社会

となった今、日常的に容易になしうる行為と

なったo しかし、個人所有の PCや携帯通信機

器を用いて行うため、その行為は極めて個人的

な範囲に留められることが多い。ネットを用い

る映像共有も激増しているが、それらの視聴も

個人が孤立したスペースで行われることが大半

だo一方、社会の出来事を映像記録に納め、そ

の上映によって伝達する行為は、長く映画や放

送のプロフェッショナルの手に委ねられていた。

鑑賞行為は、撮影者と鑑賞者が切り分けられ、

パーソナルな関係性のなかに置かれなかったこ

とが水島久光 (2009)，原田健一 (2013) らに

よって指摘されている。

しかし放送は、テレビ受像機の普及当初に家

族や近隣の住民が集まるようなプライベートな

コミュニティを形成させた。また一方、街角に

設置されたテレビが、放送開始当初、人々をテ

レビ鑑賞の楽しみに惹きつけたことも知られて

いる。原田 (2015) は、新潟と福島の県境の山

村で村落を撮影し続けた人物を中心に、親密圏

(プライベート)でも公共圏(パプリック)で

も商業圏(ビジネス)でもないコミュナルな場

に置かれる「中間的コミュニケーション」に焦

点化した研究を継続し、村落社会学や地域メ

ディア論といった学際的な観点から考察した。

フィルム上映という動画共有の行為が教育の

場など公共の場に持ち込まれ始めたのは、昭和

2 (1927)年、名古屋のエルモ社が国産初の16

ミリ映写機を開発したことによる。第一号機は

日本の映画文化や視聴覚教育に果たした功績が
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大きく映像文化の歴史的資料として価値を有す

るものとして、 2013年に日本機械学会から日本

機械遺産としての認定を受けている。ただ、一

般家庭に撮影と映写上映が普及するのは、昭和

40 (1965)年に現れた 8ミリ撮影機器「フジカ

シングル8Jの登場をきっかけとして、一般市

民が映像制作を手がけることができるように

なったことである。ホームムービーの領域にお

いて、撮影と上映が生活のなかの営みとなり、

さらに家族を越え親密圏=親しい人々において

記憶を伝達するホームムーピーの上映と観賞は、

あたかも世代を越えた記憶の贈与とも受け止め

られている。今、世界各地でこのホームムー

ビーの日 (HomeMovie Day) 1)の活動が拡

がっていることに注目したい。

コミュニティにおいてホームムービーを見る

ことで、親しい関係を地域住民に拡大できるこ

とに魅力があると参加者は言う。閲覧数を競う

ネットでの公開とは何が違うのであろうか。

本報告は、伏見区深草地域で家庭に埋もれた

8ミリフィルムを探索・収集し、映像上映を試

みるという龍谷大学政策学部学生の活動を報告

しつつ、そこで展開されたコミュニテイにおけ

る関係づくりについて論考するものである。

さらに本論の目的は、大学生が地域社会にお

いてホームムービーの上映会を主催し、参加者

の誇りを引き出す活動を通して、コミュニテイ

における親密圏を公共闘にリンクさせ、物語を

生み出す可能性を見出すことにある。平成生ま

れの若者たちが昭和の映像を見て「懐かしいJ

はずはない。テレビ番組などの後付の記憶と重

ねた「懐かしいJは真の「懐かしいjとは異な

る感覚のはずであろう。初めてみるその i(懐

かしいような)新しさJi初めての懐かしさ」

とは何なのか。ホームムービーには、笑顔に満

ち溢れた家族たちの振るまいや生活があり、そ

の背後に、高度成長期において歪み始めた社会

の側面も記録されてもいる。それらを共に視て

(i共視Jし)語り合うことで、先に生きる人々

から贈られた記憶が コミュニティの未来を描

き直すことにつながるのではないか。活動は始

まったばかりであり、本報告はその活動の参与

観察、着手報告にすぎない。しかしその可能性

を提示し、報告としたい。

1.ふしみふかくさコミュニティアーカイブ

活動とは

地域社会に分け入り、さまざまな問題解決型

の活動に学生が取り組みながら学びを身につけ

る PBL(Problem Based Learning)は、新し

い学習スタイルとして日本でも定着しつつある。

古い町家を借り受けた龍谷大学深草町家キャン

パスで、龍谷大学政策学部コミュニテイメディア

ゼミの学生は、 2014年4月より、映像を用いて

地域にお茶の聞を構築しようと、「ふかくさ町

家シネマ」の活動を始めた。映像を囲んだ団繁

を地域に再生することで、独居高齢者たちに外

へ足を踏み出してもらいたいというのだ。伏見

区は平成22年度の国勢調査で人口284，085人、

うち龍谷大学の存在する深草地域は i5学区に

約6万人が暮らし、人口が密集する。その一つ、

深草学区は京阪藤森駅の周辺に約 1万8千人が

住む。高齢化率は27・3% (市平均26・6%)で、

実数は約 5千人に上るJ(京都新聞調べ

2015/7/27)高齢者の多い地域である。伏見区

全体でも独居高齢者が増加し、孤独死も出てい

る。

一方、個室でのテレビ視聴習慣が身について

しまった学生たちには、「チャンネル争いをし

てみたいJというのどかな動機もある。誰かと

一緒に映像を見たい。高齢者と若者がともに集

える機会を若者なりに考えたのだ‘った。

ここで発見された8ミリ映像は「ふしみふか

くさコミュニティアーカイプ事業Jとして収集

した、個人所蔵のホームムービーである。その

ため、専門技術と地域アーカイプ制作の経験の

豊かな NPO法人「記憶と表現とメディアのた

めの組織Jremo2)松本篤の協力を得ることと
なった。 AHA[Archive for Human Activities/ 

人類の営みのためのアーカイプ]という、映像

を介したコミュニティ活動の先駆者だったから

である。プロジェクト全体に関する監修、及び

技術的サポートをお願いした。

なお、「ふしみ~かくさコミュニテイアーカ

イプ」の名付けも松本篤による。本来、アーカ
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イブとは3)、ギリシャ言告のアルケイオン

(alcheion)に起源を持つ役人の所在する場所

を表し「文書の集成、保存されている場所、従

事する事務所」を指すが、松本はその「上から

目線」のアーカイフ守に抵抗感を示す。収集した

8ミリフィルムの集積を以ってアーカイブとは

言わず、松本の目的とするアーカイブは、そこ

で上映される映像と参加者たちの対話、物桁が

人々の記憶にこそ残されるべきだと言うのであ

る。時々の社会背景と分かちまItく参加者に留め

られた「記憶J.世代を超えた異IIt代との「出
来事Jが個々人のなかにアーカイプを形成する

ことが企図されている。

なお、町家シネマは開始後わずか1年であり、

本報告は、事業の着手報告にすぎない。しかし

このアーカイブ活動で、昭和30-40年代のホー

ムムービーや学生の作った映像を、年に10lnlも

地域の新参者 (ニューフェイス)である117・4と、

地域の主 (ヌシ)のような旧住民である日齢者

が囲んだ。そこで、交わされた会話 ・対話には、

集められた映像から引き出される記憶だけにと

どまらない地域の物語が立ち現われた。学生た

ちが拙いながらも引き出した「物語」を掠り返

りながら、そこで世代を越えて映像を囲む立義

を見出したい。

写真 l フィルム缶を模した募集パンフレット

‘. hィ，、-伺・
-・・・ ..... 目‘・ ・・.. ・・ .. .‘・.‘

2.まち (伏見区深草学区)を知る

伏見稲荷大社は2014年度2015年度、最も外国

人観光客に人気のある観光スポッ トとなった

(TripAd¥巾or制査)。 この国際的にも釘|られた

H本の名所から1¥主も近い大学がrin科大学で‘ある。
今、学生たちが学ぶキャンパスは、ょ;(者ISilT伏見

|丘にあった米軍.の!駐fli地をl~柑し、教主や事務

室もそのまま米軍キャンプ施設が仙川したとい

う場所だ。あまりの殺風景さにかつての学生た

ちは「草も生えていないのに傑了，'[とはこれはい

かにJと11集いたというJR史があったことも、れ
んがやガラスの建物が立ち北ぶ別毛t:のjA531Eキャ

ンパスから想{象することは困難である。カf、品設

あって龍谷大学に入学した学生のほとんどは大

学の所在する地域の来歴も状況も、下宿生でな

ければ付近の商府すら認知lがない。また、地方

から京都に来た学生が女11っているのは修学旅行

で訪れる金閣寺 ・銀閣寺 ・ニ条城などの寺社仏

|剖でしかない。豊臣秀吉や坂本出馬の前脱した

京都市南部は学生にとっては制光の対象ではな

かったため、伏見区の住民と交流するために地

域に入るには、まずその地を歩くことから始ま

る。学生たちは、 8ミリフィルム収集の広報の

ために、深草商J占街、 jlU工学区関係者に協力要

請をし、地図を入手し、 u町家キャンパスの周辺

の土地勘を得ていった。

3.ホームムービー (8ミリ映像t)

を公開上映

3-1.昭和の庶民の暮らしぶりを探る (2014年

4月17日)

第一回ふか くさIl町家シネマでは、コミュニ

ティアーカイブの8ミリ収集公|刑事業の説明会

を行った。収集協力を縛るため remoの松本が

レクチャーを行い、これまでヅミ|仮司illiiJ1背野区で、

IJf.J1mした上映会を紹介したニュースl映像を披蕗

した。この映像での松本の控えめな問いかけで

多くを語らせる「引き山しJi問いかけ」で参
加者が親密さを深めてゆく様子は、学生たちの

日指すところとなった。フィルム提供者の対話

の糸口を松本が投げの、けると、それに比、答する

かのように、するすると親子の掛け合いが弾む。

映像の乳幼児を指して「一生懸命育ててもこん

なんですわjと白11刺しながら も、傍らの成人し

た我が子を自惚気にが{介する父制。近所の不動

産を解説する父親に「お父さん、えらい詳しい
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ですねえ」と松本が芦をかけると、長男から

「この人、不動産してはるJ1バブルはじけて失
敗したんですけどJ12億、借金してますねんj
「月末のローンどうしようと考えてるときです

わ (映像をさして)Jと掛け合いになり、会場

から大きな笑いが起きる。町の若者から高齢者

まで参加住民は、「楽しかった、法事に集まっ

た親戚のようでしたjと、プライベート映像が

近づける人々の距離を物語った。

高度成長期に、町の様子は変貌する。道路を

走る自動車が急速に噌え、庶民の搬彩する映像

にも愛車が映り込む。

また、やはり大阪で用いた昭和30年代の結婚

式の映像を流すと、高齢の参加者から歓声が上

がった。花嫁衣装を身につけて自宅から出発す

る新婦の様子に女子学(=T.が驚きの芦を挙げてい

た。当時の幸柄!岳が圧縮された、ジェンダー ・

フェミニズムの思想が庶民に屈いていなかった

時代の「嫁入り」映像であった。

この円は、松本がこれまでの remoの活動で

入手していた映像を見ることで、地元の参加者

が自宅にもないか探してみようと思っていただ

く趣向であった。ただちに発見されることは予

想できないために、このようなデモンストレー

ションを開催したのである。京都新聞の取材が

後日あり、後のi丙却Jのための広報となった。

3-2.昭和の庶民の暮らしぶりを探る藤森祭に

あふれる子ども (2014年7月17日)

「お見せするようなものではないんですよ」。

プロジェクトの問い合わせ先である留守番電話

に声を残したTさんは、かつて龍谷大学で学生

のサポートを担う仕事をされていた協力者でも

ある。8ミリフィルムを大切に保存してきたが

自宅の映写機が動かず、困っていたのだそうだ。

連絡を受け、 |決:与:機を携えて学生2名と松本が

訪問、記録ビデオカメラを持った学生も同行し、

その状況を311i彬させていただいた。

長く大切に保存されていたフィルムは傷んで

おらず、松本が映写機にかけ、暗くなった応接

間でカタカタと リールが阿るとともに映しださ

れた風景を見て夫妻の表情がパッと輝いた。そ

れを記録した'下li:_の服影は成功していたと思わ

れる 。 何がフ ィルムに I!映っているのかが311~れて

いないので見方によっては失敗だが、 ドキュメ

ンタリーとしての撮影なら、再現不可能な表情

が撮れていることは初めての撮影にしては好ま

しい成果だ。

この日、ほかの学生もこの成果を大学で待ち

受けた。松本は持ち帰ったフィルムを再度、学

生たちの前で上映した。H音くした演習室で映写

機が動くのかも心配しながら待機した学生も、

初めて 8ミリ映像を見たのだ。そのとき上がっ

た学生たちの歓声も貴重なかけがえのない思い

出となろ う。

7月に聞いた町家シネマでは、Tさんのご自

宅周辺で撮影された藤森祭りや京阪電車を上映

した。変わらない町並みに比して、人々の服装

や自動車のデザインの変化が大きかった。広域

的にみこしを共有するために地点から地点にト

ラックで運ぶ様子も珍しく 、地域の祭りのみこ

しをヲ|く子どもたちの多さに驚かされた。地域

に子どもたちが溢れていた。

写真2 映写機をネットで購入し町家に持ち込む

写真3 祭のみこしをトラックでi町内各地にiillぶ
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3-3.昭和の祇園祭 景観条例以前の町並みを

観る (2014年7月17日)

Tさんのほかに、0さんがご家族から借り受

けた映像も上映した。8ミリフィルムをすでに

DVD化しておられ、祇園祭、京都駅前の丸物

百貨庖のl映像もあった。京都駅前の景観は何度

も大きく変わっていた。参加住民もそこで思い

出したのだが、現在のヨ ドパシカメラがあると

ころは、最近まで京都近鉄百貨!苫が建っており 、

そして学生、筆者自身が生まれる前にそれは京

都物産館として1920(大正 9)年に開業した

「丸物百貨j古本j苫」であった。1951年「総合原

爆展jが京大生によって開催されたデパートだ

が、上映会当日は誰にもその記憶はなく、後日

判明する。参加者のひとり水島久光東海大学教

授はスマー トフォンで検索をかけ 「東京丸物は

パルコになったんだね」と話題を広げ、座を膝

り上げた。

祇陸|祭の映像では、匹l条河原町での辻回しの

様子が映っており、その周辺のピルの商業看板

の大きさや数に鷲かされた。京都市は平成16年

12月に我が国初の景観に|到する法律である景間

法が施行され、祇|霊l祭の開催される 1=1こl心部の建

物には企業名を示す看板は撤去された。そのた

め、現在「看板」があった状態を想起すること

は難しいのだが、 K氏の提供した昭和の祇園祭

りの映像では、道路の両側が商業看板で、夜われ

ていたことがわかった。河原町通りの空間が商

業的に占有された状況を物語るのだった。

写真4 商業看板に恋われた河J)~(11汀通り

学生のひとりが長刀鉾を指して 「あの屋台は

どうして動いているんですか」と高齢の参加者

に尋ねた。会場はとξっと湧き 「鉾やら山やら知

らんのかjとうれしそうに語り出すお年寄りが

とても活き活きされていたことが忘れられない。

学生が誰もが知っていそうなことを知らなかっ

たこ U叫:eずかしいとは感じるが、率直に高齢

者にお尋ねすることは、何より上映会を盛り上

げるものだとわかった。

また「あれはどこですかJと問う学生に対し
て、 70代の高齢者の方が「永楽屋はんの前や」、

50代の筆者が「阪急河原町 (駅)あがったと

こJと説明し、 20代の学生が 「マルイの前で、す
ねjと理解したことは興味深かった。客観的に

はこの地点は、四条通と河原町通の交差する

「四条河原町jである。

その北東角にある永楽屋は京都で、も著名な佃

煮屈で、この場所で創業したのは1946(昭和

21)年である。 一方、阪急、河原町駅は、 1963

(昭和38)年、阪急電鉄京都本線が大宮から四

条通の地下に河原町通まで延伸、開業した。そ

して、その南東角にあった四条河原町阪急は

2010年に撤退し、その後2011(平成23)年マル

イが開業したのだ。今も永楽屋は経営している

が、大学生がそこで買い物をすることはなく、

彼らのランドマークはマルイなのである。同じ

場所を表現する際に、認識する周辺状況やライ

フスタイルが世代によって異なることで、町の

歴史が浮かびあがる。

写真5 昭和30年代当時の四条河原町
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3-4.憧れの海外旅行 (2014年12月18日)

深草小学校に近いコンビニエンスストアは、

広い駐車場と併せたその土地には所有者のSさ

んご家族がその 2階に住んでおられる。所蔵さ

れるフィルムの上映のために訪問した学生と

remoの松本氏は、Sさん夫妻が頻繁に海外を

旅行し、そのおりに収集された剥製や置物の

数々に驚かされた。通っておられるジムで「今

日は龍大生と飲むんやjと語り学生たちを遅く

まで歓迎して くださったという。

所蔵されていた映像は、宇奈月温泉など国内

旅行や海外旅行のものが多い。ワイキキピーチ

で楽しんでおられた際の映像は、美しい風景と

ビキニ姿の女性たちであった。当日の上映会の

司会を務めた女子学生は、盛り上げようとビキ

ニの女性を「これは誰ですか」と、ご夫妻で参

加くださったSさんにしつこく尋ね、照れてお

られる様子をはやし立てていた。

今では、無理をすれば庶民にも手の届くハワ

イ。しかし昭和時代には、夢の海外旅行先と し

てハワイがク イズ番組の優勝賞品となってい

た4)。そのころ、そこを訪れた人々が何を楽し

んできたのか、それは学生にも近隣住民にとっ

て興味深いことであった。

写真6 縦長の大広間での上映会を学生が司会進行

する

3-5.亡き夫の撮影した家族「私の若いときを

見たいJ94才のおば.あちゃまと (2014年12
月18日)

IMAGICAに勤務するお孫さんのTさんが

ダンボール箱いっぱいに発見したという 8ミリ

フィルムは、 94才のおばあさまの亡くなったお

写真7 94才のおばあちゃまが20才の学生に語る

連れ合いさまが撮影されたもの。大丸に勤務さ

れていたころ、和室に不似合なほど新しい家電

や音響機器を買い揃えて、近隣の方々にもテレ

ビを見せておられたそうだ。8ミリ フィルムも

九帳面に整理され、撮影日や撮影場所が箱に記

載されていた。そのため、家庭内試写をするま

でもなく、上映会当日、いきな り鑑賞させてい

ただく ことになった。

寒い上映会の日は、親族のみなさんが揃って

現れ、会場の半分が法事のようだった。学生た

ちは超高齢の方がお越しになるということでカ

イロや毛布、ストーブを会場に運び入れ、快適

に映像をご覧いただけるように配慮を尽くした。

前半はS家の旅行の映像、そして後半、師走の

上映会であるため、多くのフ ィルムのなかから

T家に選んでいただいたのが 147.1. 3 お正

月 御香宮、八幡宮初詣Jである。

晴れ着でおせちを囲みお屠蘇を注ぐ。日本の

一般的な元Eの風景であったが、屠蘇を知らな

い学生もおり、元旦に和装をする習慣も少なく

なっている。普通にどこにもあったはずの「お

正月」は、今ではとても特別な風景になってい

ることに気づく参加者。年賀状をカメラに向

かつて楽しそうに見せていた振袖のお嬢さんは、

今、主婦となり94歳のお母様を介護するため実

家に通う。そこからほど近い伏見城。現在は耐

震構造がな く城郭には登れないため、楼聞から

見下ろして撮影された映像と同じ風景はも う見

ることはできない。
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'-9:京:8 昭和47年にはおせち、お屠蘇、手LI袋、年賀

~犬、初詣がセットだった

写真9 晴れ~Yi:で、の初詣は家族の行主)i

3-6.ベ トナム戦争時の脱走兵を匿った (2015

年1月15日)

1968年学生運動全l喜朗に、伏見区竹田に実家

のあるKさんは、ベ平連支援者の依頼でベト ナ

ム戦争の脱走米兵を 4日間だけ匿った。当時、

全国で1000件の家雌が彼らを匿ったという 。米

兵の名はキャル、19歳。報道関係者だったKさ

んは「メモは取らないようにjと言われたが、

個人的にキャルの滞在 I-~I の映像を撮影していた。

その映像を同世代の学生に初めて見せて下さっ

た。脱走兵を匿うことができるか、と司会者が

会場に投げかけ「キャルのようにかっこいい人

なら匿う」と緊迫感のないやりとりがあったが、

無理もない。学生たちはベ トナム戦争をま[1らず、

それを扱った映画も飢ずに参加している。そし

てこのト!上映された映像には、すき焼きを食べ、

日本ii刊を楽しみ、相iと遊び、祇園に出かけると

いう 、K氏宅でくつろいだキャルの、まるで

ホームステイする留学生のような映像だったか

らであろう。

また戦争に行くことができるか、脱走できる

写真10 毎日放送 p映像‘1512015.8.31放送 「我が家
にやってきた脱走兵 ベトナム反戦運動47if':目の真実J

かという問いかけが学生に向けられ、「行けと

言われたら行く しかないだろうし、逃げること

はぼくらにはできない」という悲観的な意見が

聞かれた。そして後口の反省会で、地域の高齢

者が学生に向かい 「担らが守らんで維が日本を

守るんや」と小さくつぶやいた。この方がいつ

か 「君らだけは戦争には、やらんからな」と

言ってくださることカfあるだろうか。

この日 、毎日放送のドキュメンタリー班が取

材に訪れていた。「し、っ放送されるのですか」

と学生に問われたTディ レクターは 「君たちが

反戦について何か行動を起こすのな ら追いかけ

るよjと答えていたが、学生たちは何も反応で

きなかった。そのあと 、就職戦線に参戦しなけ

ればならなかったからだ。 しかしKさんは行動

した。キャルのその後を追い、渡米したのだ。

この顛末は、2015年 8月30日深枝、毎日放送

11映像 ‘15Jに「我が家に やってきた脱走兵

ベ トナム反戦運動昨年目の真実」と題されたド

キュ メンタ リーとして放送された。北海道から

ロシアに被りスウェーデンに逃れたキャルは、

その後帰国 し脱走の過去のために不平:な人生を

送っていた。 47年ぶりにKさんと再開し伏見区

に底われた|療の映像を見せられ、すきやきや日

本出lで、もてなされた 31二|聞を思い出し、改めて

感謝を述べた。 しかしその直後、脱走兵である

自分を受け入れてもらうために友人が戦死した

とウソをついたことを特白し、Kさんを驚かせ

る。追い詰められた恐怖を察しKさんは許し、

戦争について海辺で語り合う。
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伏見で撮影された古いフィルムが上映された

ことを契機に、ベトナム戦争時に家族ぐるみで

向き合った庶民の「反戦」運動を学生たちは

知った。

学生たちは、戦後70年に際し、「伏見の映像

から戦争を見る」企画を進めているほか12月19

-20日、龍谷大学で「学生版市民メデイフェ

スJ5)を開催し、 Kさんにはそこで全国から集

う学生たちに向けてこのフィルムの上映をお願

いしている。戦争を、反戦運動を、彼らは語り

継ぐことができるだろうか。

4.関係を創ることを目指して
一一対峠(話)的語りではなく

「共存的語り」のために

ゃまだようこ6)は、 I共視論母子像の心理

学』のなかで、小津安二郎『東京物語』の老夫

婦の会話に「並ぶ関係」の表象を含む三項関係

と、その共存的語りである「かさねの語り」の

もっとも典型的な例を見るという。「かさね」

とは、「あるものの上に、あるものが添い加わ

る、あるものの上にあるものがつづき加わる、

あることの上にあることがくりかえされる、 2

つ以上のことが同じ時にかちあうこと」をさす

と示し、この概念には、単なる重複や反復の

「重ねるJという意味だけでなく、「添い加わ

るJr続いて加わるjという、わずかなズレや
変異を含むくりかえしによる時間的・空間的変

化や推移が含まれていることが重要だと指摘さ

れている。東京物語の老夫婦は、共に海を見な

がら、「帰ろうかJr帰りたいんじゃないです
かJr帰りたいんじゃろJrもう帰るかJr帰り
ますかJと微妙にズレを含んでくりかえされて

いる点を、「どちらがこのことばを発してもい

いほど、自己と他者のことばが、共鳴的にうた

うようにリフレインされ、ひびきあっているj

と「かさねの誇り」を、ゃまだは、主体と客体

が対面的に対崎してやりとりする「対話(対

峠)的語りJと区別して、「共存的語り」と名
づけている。

学生たちの 8ミリ上映会(町家シネマ)7)で

は、まさに昭和と平成の時間的変化や推移、学

生の居住地と大学周辺の地域の差異について、

それらは微妙ではなくかなりのボリュームを持

つものの、その違いやズレを楽しみながら、今

も続く「まつりJr結婚Jr戦争Jr家族Jとい
うテーマについて「かさねの語り」、すなわち

「共存的誇りJを味わい、新たに記憶に刻むこ

とが可能となって来るように思われる。 8ミリ

提供者や参加者である高齢者の方々は、例外は

あれど学生たちとの新しい関係を喜んでくださ

り、なお愛おしい存在として学生を育てること

に加わってくださっていることを実感する。ま

た学生たちは、上映会の前後に住民の自宅に招

かれ、高齢者の人生に思いを馳せる機会を得て、

見知らぬ他人であった地域住民と次第に親密な

関係を結び交わしている。

同じものを見ることで語り合う場を作る。こ

の体験で、「共存的語り」を交わすうちに、「対

話すること」以上に、親密な関係を作ることの

可能性が見えてきたように思われる。

ともに見る映像がたとえ、商業看板に埋もれ

る祇閤祭でも、こどもが町に溢れたお祭り風景

であっても。

これらのことが活動を始めてわずか l年で言

えるのは、活動自体の映像記録を残し、自らの

態度を学生が振り返る機会が得られたからであ

る。マイクを向ける学生、それに反応する参加

住民を客観的に見ることは、自らのコミュニ

ケーションを創りだす場面を振り返り、反省す

る貴重な学びの時間を過ごせたと実感する。住

民参加映画の制作でキャリアのある映画監督の

長岡野亜さんが、撮影・編集指導をしてくだ

さったことで記録映像も学生の力でまとまった。

また、町家キャンパスという古い町家を借り

て設けられた大学の教室は、コンクリートで四

角く設計された施設ではなく、畳、ふすま、障

子、土問、たたき、座布団といった昭和のホー

ムムービーを鑑賞するにふさわしい環境である

と評価を受けることがある。

学生がお迎えして席にご案内するところまで

の作法も、次第に心のこもった立ち居振る舞い

になってきたように見える。お茶やお菓子を差

し上げることも、おもてなしの気持ちがお話し

しやすい空気を創るのではないかと学生が考え
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たからである。

5. コミュニティで「アーカイブする」

予算の持続性を考えても、年々卒業してゆく

大学生というプロジェクトチームのメンバーの

背景を考えても、今後アーカイプ事業をゼミで

永続的に持続することは現実的ではないと忠わ

れる。それよりも、この上映空間の持続性を確

保し、ともに良い企画であることを認識しつつ、

どなたがどの日央像を保存されているかの記録だ

けを残し、それぞれのご家庭で、貴重な 8ミリ

映像を「公共財Jとして保存をしていただくこ

とをお願いすることとした。今後、昭和の風景

を見たい住民が現れたらコミュニテイの個々人

の家庭に保存されている映像を、コミュニテイ

で取り出し上映することができるようにと、こ

の「ふしみふかくさコミュニテイアーカイプJ

プロジェクトでは考えている。

注

1) Home Movie Day アメリカのフィルムアーキピス

トたちが2003年に立ち上げた、家庭や地域に埋もれて

いるプライベートフィルムを持ち寄って上映する国際

的企画。毎年10月の第3土曜日に世界同時開催され、

2014年10月18日(土)には第12回が開催された。 2015

年10月24日(土)は「グローパルにスーパー 8の50周

年を祝う日!Jとして、映画保存協会 (FPS)ではこ
の日に“HMD弘前"を開催する。

2) NPO法人「記憶と表現とメディアのための組織」

remo 

3) マリア・パルパラ・ベルティーニ2012rアーカイプ
とは何か 石版からデジタル文書まで、イタリアの文

書管理』法政大学出版社、 p.16 

4) 毎日放送「アップダウンクイズJo1963 (昭平1138)

年から1985(昭和60)年まで放送された。 10問正解で

ゴンドラが頂上に到達し、日本航空の協賛でハワイ旅

行が贈られた。

5) 2003年に名古屋で始まった「市民メディア全国交流

集会」は毎年各地で開催され、途中、「メデイフェス」

と呼ばれるようになり、昨年の三i~J メヂイフェスで12

回を数えていたが、その後開催を申し出る地域がなく、

2015年末に龍谷大学で開催することとなった。翌年に

沖縄開催が予定され、その「つなぎ」も意識し企聞し

たが、 9月冒頭に沖縄開催は決定し、「学生版」とし

て学生たちが開催する意味も出てきた。

6) ゃまだようこ2005[""共に見ること祷ること 並ぶ関

係と三項関係」北山修編『共視論母子像の心理学』

講談社選書メチエ、 p.74-87 

7) 深草町家シネマ http://machiya-cinema.tumblr. 

coml 
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学人文学部

北村順生20日「地域映像アーカイプの活用に関する一考

察十日町情報館ワークショップ実践の試みJr地
域映像アーカイプ』新潟大学人文学部

この研究ノートは、平成26年度学まちコラポ事業に採

択された「ふしみふかくさコミュニテイアーカイプ」と、

平成26年度伏見区民活動事業・京都府民活動事業が助成

いただいた「ふかくさ町家シネマ・プロジェクト」の活

動から得られた知見を報告した。ご支援いただいた各助

成に対し、深く感謝申し上げる。そして以下の方々の協

力を得た。

株式会社吉岡映像吉岡博行

株式会社 IMAGICAウエスト・フィルムプロダクショ

ン部柴田幹太

株式会社エルモ社監査役榊信之

日本学術振興会特別研究員・京都大学大学院人間・環境

学研究科博士後期課程 久保豊

また、この稿に登場するプロジェクトメンバーの学生

とは、主に企画運営を担った2013年度・ 2014年度・ 2015

年度龍谷大学政策学部コミュニテイメディア(松浦)ゼ

ミの学生たちである。 (2013年度)一色里穂、岩本真美、

北川義貴、斎藤功紀、阪口朗、捜井菜穂、塚田達也、中

島美月、閥村引佐、薮中有I~也、 ~ll 口純平、山崎基、 (2014

年度)加藤駿介、外山柊人、徳珍昌輝、西津彩音、商田

尚貴、平田洋太、松本遼、山崎竜陣、 (20日年度)木村

夏奈、田和拓郎、吉見直樹。

なお、この一連の町家シネマとコミュニテイアーカイ

プ活動は2008年4月19日に、日本マスコミュニケーショ

ン学会マルチメディア部会第31期第 411:11研究会で筆者が

企画・開催した「パーソナルムーピーの公共性~個人記
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録映像の上映会とアーカイブ化の実践より ーJといっ

ワークショップから;;VH!.¥のヒントを得た。、'i"は名古!歪

市にある搬彩機様、 r~'I:;:j綾慌のメーカ一、株式会11 エル

モH!必!と館で、その瞭代の名機の展示を鑑'L'tしたあとに

開lliiした。当時から 8ミリフィルムの劣化IIIJ凶は石原香

絵 (NPO法人 映IU'I保存協会)によって指摘され、報

子 ;. .~-の必本筋 (NPO i1i人 記録と表現とメ ディアのた

めの組織】emo)や別論者の小川明子(愛知;，JUf:b大学:現

在、Z'，山m大学)によって、古い映像を伐しコミュニ
ティでともに鑑賞する機会の重要性については、すでに

'Jnl，J司されていたのである 筆芯は当時その報併を、「現

代において家庭に限りおしける技量な映像泊旅の発見と保

0・のためのj活動を支仮するとともに、{同人~-tに III( ってい

たフィルムのJ'.r映という れ1l-1'i'Jから、 Mカロ主まれるの

か、fttJを生み出せるのかをIIIJい続けたし、Jと残していた。

マソ七は新たに活動を始めたが、当時のf医者の思し、とリエ

ゾンし、参加者から記憶をlmっていただくだけでなく新
しいに悩を参加者それぞ'Uに刻んでくれた学生たちの健

闘は'L'ti:貨にイ直する。!l長i射したい。

(平成26年度伏見区民活動事業採択的の広報)

ふかくさ町家シネマでつなぐ異世代交流事業

ふかくさ町家シネマ・プロジェクトチーム

ふかくさ町京シネマでは，映画胞のない伏見区で，古い眼像やテレビ置組，腕圃の上映会を定期的に

行っています。ただ映慢を観るだけでなく.私遍学生が高齢者の方々に昭租時{そのことをいろいろ教わ

り，世代を越えたおしゃべりを講しんでいただきながら映像を囲むというものです。チャンネル争いを

したという普のお策の聞の困難のような場を目指し，異世代交流や地場住民間のコミュ二ケーション不

足が解消されるよう続けたいと思っています。ふかくさ町家シネマ守のお年寄りの皆さんと払遣の会話

が.伏見深草地域の活性化に少しでもお役に立て広幸いです。

，、 濁曾や集容は隠しいものの.楽し

んでいただくための工夫やおもてな

しなど.多くを学びました。深:r;t住

民の方々のくらしの歴史知識や即妙

なご諸冨で.侠漣も議しんでいます。


